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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症高齢者に対して行う化粧の効果として、意欲が高まり、スムーズな対人行動が取れると言われているが、心理的、免疫学的効果として人を活性化させる、気持ちが高揚し、積極的になれる、五感を磨くと免疫力が高まるとされている。ピースポートでも日常生活において、活気が無く、自分からの発言がみられない方に対して、化粧療法を行い、他者とコミュニケーションがとれるのではないかと考えた。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日中に活気が無く、他者との関わりが少なく、自分からの発言がみられない方に対し、毎週火曜日と木曜日と土曜日の10時から化粧をして頂く。その様子の観察を、独自の調査表を用い行う。また、実施前後に長谷川式簡易知能評価スケールを用い評価を行った。
結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スタッフ、他利用者とのコミュニケーションが増えた。それと同時に、離床時間を増やすことが出来た。死に対する言葉が無くなり、表情が豊かになり、笑顔が多く見られるようになった。長谷川式簡易知能評価スケールの点数が上がった。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ氏に化粧をする事により、１日の生活の中で新しい刺激が加わった結果、死に対する言葉が無くなり、精神安定を図れたと考える。矢野氏も、「化粧をする前に比べ、使用後は気分が覚醒状態になり、不安が低減する」と述べている。コミュニケーションをとる時間が増えたのは、化粧をする事で気持ちの切り替えが出来、今まで出来なかった自己表現が出来るようになり、鏡に向う事により自己意識が高まったからだと考えられる。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
化粧療法の効果として、他者とのコミュニケーションが増え、離床時間も増やす事が出来、精神安定を図るという事を実際に得る事が出来た。今回の研究を通し、入所者の方に対し、身体的なケアも大切な事だが、化粧療法の様に内面的なところからケアをしていく事の大切さを改めて実感する事ができた。今後、この結果を活かし、入所者の方へのケアの一つとして化粧療法を取り入れて生きたいと思う。
